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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条 の 26第 1項 (同法 88条第

1項 において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法施行令第 1条第五号 (準不燃材

料)の 規定に適合するものであることを認める。

言己

1.認 定番号

Q M―
- 9 0 0 5

2.認 定をした構造方法又は建築材料の名称

アミノアルギ ド樹脂系塗装 ・天然木単板張/両 面単板張/石 綿セメン トけい酸

カルシウム板

3.認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り
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防火材料 第 2章  準 不供材料
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1・ 主たる用途 建 築物の輩又|ま天丼

2.試 験機関名 実 林水亡省林業試5場  受 託番号 19試 研763号

恥国本建築結合試験所 受 託番号 回 E-34-42

3.製 品の形状、寸法等

杉     状

表 面 形 状

厚さ |[| lmml

大 きき l mm)

‐5 比      重

+61 重量 |【g rl

「 含 水 準 |?ち|

4,防 火処理の概要

リン酸塩系 の難供薬剤で 1ポ 当 |)40g l固1以 上倉浸するように処理 した単摂を百綿セメン トけt 酸ヽオiレシ

ウム複 13 0mmlの両面にフェノール変性酢酸ビニル系樹]旨接者剤 1固形量150g古 で す1賭着 した後、ア ミノ

酢駿どエル系樹」旨接者斉11固 形量40g―m!|で天株木単反 10 3mml を熱詰着 してア ミノアルキ ノド前指塗料―目

杉量30官mlで 塗装する,

5=構 成 (組成)、断面図

‐1 妄 面化推

了ミノアルキ ノド梅|'旨塗+半

1固形量30雪nl

天米木車板  1 3mm、 三量165ピ

2 接 着部|

,ア ミノ酢酸ビニル系樹暗接者剤

固杉量40g‐rfl
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ア ニノアルキ ンド留脂塗料

天然木単板

ア ミノ酢酸 とニル系樹格接着首1

韓燃処理単板

フェノール変性酢酸 ビニル系電脂接音斉Ⅲ

石綿セメントけt 酸`カルシウム板

フェノール変性酢酸 ビニル系倒1旨接着剤

難燃処理単板



920-4-980t6  防 火材料  第 2章  準 不燃材料

基 材

両面単板張 り石綿セメントけい駿カルシウム板  厚 き5 0mm

① 難撚処理単板

厚 さ1.Omm、重量600g/ボ

|りん襲塩系難燃薬剤を40g/ば 1固)以 上含浸した単板)

接着剤

フェノール変性酢酸 ビニル系樹指接者剤  75g/ボ 十固|

志 材

石絹セメントけい酸カルシウム板  厚 き3.Omm

l組成  石 綿75%、 セメント10%、 けい秒15%)

接着剤

フェノール変性酢酸 ビニル系樹指接着斉」 75g/m:1固 )

Э 難燃処理単板

軍 さ1 0 m m、重量60 0 g / m i

十りん駿塩系難燃薬吉」を40 g / m !十固)以 上含浸した単板,

施工仕様

心こは建設大臣宮房宮庁営繕部監修 「建築工事共通仕様書」第12章木工事第7

冒工事倉よ`部軽量鉄骨天丼下地及び同章第5節軽量鉄骨壁下地により行う。
＼

11)下  地  ｀｀

間程、桐縁及眼 縁の間隔は455 mm 以下 とし、平滑に組上げる。

ド |」IS A 6901)で下張 りする。但 し、壁は難燃合板翼は石 こうボー
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節壁 及び天丼下地 、第14章金

取 付

釘打 ち工法

クロームメ ノキ釘

IL=板 厚の25倍 )

使用し、留 付け位置

は板端 よ り10mm以

上 内 慎」と し、留 め

付 !チ聞隅は右表の数

値以下 とす る。

留 付 間 嘱

周  辺 中 央  部

120

木 労 の 場 合

軽量鉄骨
)の 類の場

建設大臣宮房富庁営繕部監 築工事共通仕様書

|口1 接者工法 1壁のチ

ダ暢薦と盆呂i檻を魯掃息ど千島岳;二雪1ド畦ず二
系烈よエポシキ譲
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